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Functional MRIによる閉塞性無呼吸症候群患者の高
次脳機能障害の検討
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次に、治療後に経過を追跡できた 18名の患者(男性 14名、女性4名:年齢43.1+ 
9.4)では、自覚症状の有意な改善 (ESS，GHQ28)が認められると共に、 WCSTの成績
も軽症群と差がないレベルに上った。今後追跡数を増やして検討する必要はあるが、
重症 SAS患者では前頭葉機能低下が示唆される結果となり、これは治療により改善可
能な可逆的所見と思われた。
〔平成 19年度研究成果〕
今年度の研究内容は、酸素飽和度と脈拍を指尖で測定しながら、安静臥床・覚醒状
態で自発的に90秒の呼吸停止を行ったときに、脳の各部位におけるMR値の低下を比較
した。これまで、近赤外線分光法が簡便で広く色々な心理パラダイムを用いた高次脳
機能の研究に用いられているが、これを用いた末梢血流や代謝変化の研究では
deoxyHb， oxyHbの変化を解釈する上で、心拍数変化は重要な制御因子のーっと考えられ
ている。 fMRIを用いた集団における認知機能研究においても、各個人の無呼吸におけ
るMR値の個人差を解消する上で、 internalstandardとなる脳部位と前頭葉のMR値の変
動に関連する心拍数などの因子を時間的関連性から検討する必要がある。
長期間の睡眠時無呼吸が及ぼす脳機能変化は、すでに先行研究で指摘されているよ
うなれ飽和度やCO2濃度への感受性低下と関連すると思われる。この研究では、睡眠
時無呼吸症候群患者が自覚できない程度の覚醒度・注意力低下の検出を目的としてい
るが、こうした現象は呼吸停止によるO2飽和度やCO2濃度に対する感受性低下 (MR値
の変動の正常との差異)や、治療後の神経心理検査における脳機能向上と関連すると
思われた。但し、プロトコール上CO2濃度が経皮的にしかモニターできず時間的関連
性を追及するには不十分であることや、心拍数はコントロールで、きないこと、神経心
理学的検査では包括的な脳機能変化を測定するため、定量性と相関を求めるためには
複数の検査を組み合わせた上で、タスクの絞り込みを行う必要があることが今後の課題
である。
しかしながら、将来的にfMRIや近赤外線分光法が臨床応用されるためには、こうし
た問題は普遍的に起こると考えられ、これに対する基礎研究は大変少ない。明らかな
脳器質的障害に対する脳血流低下や言語や運動に関連するタスクによるMR値の変化を
測定する研究では、臨床的観察からその意義を解釈することができるが、健常人が一
定の条件下でどのような脳機能低下を引き起こすか予測するような研究では、 fMRIに
よるMR値の変動が最も直接的な影響を及ぼす因子とそれとは独立して変化する因子を
詳細に把握することが必須と思われ、さらなる検討が必要と思われた。
〔結論・展望〕
現代社会においては、従来問題とされてこなかった「睡眠」が大きくクローズアッ
プされている。睡眠時無呼吸症候群は、生産性低下・事故や成人病との関連から社会
的に重要な疾患と位置づけられた。一方で、耳鼻科・精神科・歯科口腔外科を含めて
集学的治療が必要とされる疾患であることも明らかになった。
昨今の簡易測定器やPSGを行う施設の普及と CPAPの性能向上は目覚しいものがある。
これは病気の症状が出た時初めて病院で治療すればよいという従来の考え方から、日
常生活の場において潜在的健康障害を治療するという新しい医療スタイルに貢献する
と思われる。
睡眠障害が他の身体疾患と大きく異なる点は、患者の自己申告があてにできないと
いう特質にあり、治療研究が遅れてきた一因といえる。将来的に保険適応可能なレベ
ルにまで日1:RIや認知機能検査の精度・信頼性を向上させることは、「日常生活の場に
おける治療」を支える科学的な指針として重要と考える。
